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ギャラリー運営委員会 〜夏から秋〜

パリ在住のダンサーフィリップ・シェエールさんが太田川学園に遊びに来ます。11/５から25

日までの３週間、太田川学園（沼田本部）に滞在しながら、利用者とダンスを創作し、下記の場
所で発表するというものです。発表の際は、ダンサーや音楽家らも参加し、利用者の踊りを
引き出していきます。
発表場所１ ： 11/９HAPつるみ（仮） 中区鶴見町
発表場所２ ： 11/16カフェ・テアトロ アビエルト 安佐南区上八木
発表場所３ ： 11/23広島市現代美術館 南区比治山

プロジェクト名：「踊る宝石」/仏語原題：La dance des joyaux bruts（2024年，アソシエーション・KACHASHIとの日仏交流20周年を迎える記念企画）

田原知惠「みのむし」

和泉川徳子「のりこ」

ア
ー
ト
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

「
特
別
展
示

太
田
川
学
園
」
と
し
て
展
示

ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
過
去
に
入
選
し
た
79

作
品
の
中
か
ら
、
33
作
品
を
展
示
し
ま
し

た
。
」

入
選
作
品
の
中
か
ら
和
泉
川
徳
子
さ
ん
（
第

4
成
人
部
）
と
田
原
知
惠
さ
ん
（
豊
平
グ
リ
ー

ン
ハ
イ
ツ
）
が
審
査
員
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

な
お
、
ポ
ス
タ
ー
に
野
口
竜
さ
ん
（
豊
平
ケ
ア

ホ
ー
ム
）
の
絵
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

「広島市ピースアートプログラム アート・
ルネッサンスHPAR2024」

展示スペース

毎年、恒例になった「心書倶楽部
展」「アート・ルネッサンス」「あ
いサポート展」の各公募展が開催さ
れる時期となりました。芸術の秋を
迎え、太田川学園の芸術家たちの活
動も活発になっています。

あ
い
サ
ポ
ー
ト
ア
ー
ト
展

10
月
29
日
～
11
月
３
日
「
広
島
県
立
美
術

県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

柏
和
隆
さ
ん
（
第
2
成
部
）
が

県
知
事
賞
、
鳥
山
寧
子
さ
ん
（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
お
た
が
わ
）
が
銀

賞
、
篠
田
猛
志
さ
ん
（
豊
平
グ
リ
ー

ン
ハ
イ
ツ
）
が
銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

花
岡
千
鶴
子
さ
ん

（
高
陽
寮
）
岩
見
亮

佑
さ
ん
（
豊
平
グ

リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
）

座
山
彰
さ
（
第

３
成
人
部
）
が
そ

そ
れ
ぞ
れ
佳
作
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

柏和隆「かしか」
鳥山寧子「毎日の風景」

篠田猛志「バス」

「
わ
た
し
は
花
」
展

６
回
目
を
数
え
る
今
回
は
、
県
内

西
部
の
６
つ
の
施
設
（
光
清
学
園
、

ひ
と
は
福
祉
会
、
大
日
学
園
、
庄
原

さ
く
ら
学
園
、
太
田
川
学
園
）
か
ら

29
名
が
出
品
し
て
い
ま
す
。

９
月
８
日
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
出
品
者
９
名
と
来
場
者
が
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

藤本翔「わたしは花」展
＠ハナサクモリ大町にて

「
第
２
回
馬
の
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

岡
山
県
に
あ
る
㈱
あ
り
が
と
う
フ
ァ
ー
ム

さ
ん
か
ら
の
お
誘
い
で
、
第
4
成
人
部
か
ら

２
名
、
豊
平
ケ
ア
ホ
ー
ム
か
ら
６
名
の
方
が

出
品
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
入
選
と
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
良
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。

それぞれの馬
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児
童
部
の
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
待
ち
に
待
っ

た
夏
休
み
で
す
。
今
年
も
楽
し
い
行
事
を
た
く
さ

ん
企
画
し
ま
し
た
。

木
下
大
サ
ー
カ
ス
や
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
、

映
画
鑑
賞
に
ア
ク
ア
ス
、

こ
ど
も
文
化
科
学
館
、

健
康
科
学
館
等
々
、

い
ろ
い
ろ
な
所
に

お
出
か
け
し
ま
し
た
。

子
ど
も
達
も
み
ん
な

ビ
ッ
グ
ス
マ
イ
ル
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
見
学
後
、,

呉

ポ
ー
ト
ピ
ア
パ
ー
ク

に
行
き
昼
食
を

食
べ
ま
し
た
。

天
気
に
も
恵
ま
れ
、

皆
さ
ん
と
て
も
楽

し
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。

今
年
の
花
火
大
会
は
、
前
年
よ
り
花
火
の

本
数
を
増
や
し
て
，
席
の
配
置
も
工
夫
し
た

た
こ
と
で
，
の
び
の
び
ゆ
っ
く
り
花
火
を

堪
能
で
き
ま
し
た
。

９
月
も
終
わ
り
に
な
る
と

い
う
の
に
、
ま
だ
ま
だ

暑
い
日
が
続
く
の
で
「涼
」を

感
じ
て
も
ら
お
う
。
と
い
う
こ

と
で

「清
流
の
家
」を
借
り
、
流
し

そ
う
め
ん
と
川
遊
び

を
し
ま
し
た
。

今
年
の
納
涼
祭
は
、

み
ん
な
か
ら
の
強
い

要
望
で
サ
ー
カ
ス
鑑

賞
に
な
り
ま
し
た
。

声
を
出
す
の
も

忘
れ
る
く
ら
い
、

各
シ
ョ
ー
に
釘
付
け

に
な
り
ま
し
た
。

選
択
活
動
の
時
間
に
憩
棟
内
で

夏
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
行
い
，

他
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
を
し
た

り
，
く
じ
引
き
で
お
面
を
ゲ
ッ
ト

し
た
り
，
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
が
楽
し
み
に

し
て
い
た
釣
り
＆

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

普
段
体
験
す
る
こ
と
の

少

少
な
い
釣
り
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
存
分
に

楽
し
む
こ
と
が

で
き
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

「
す
る
」

「み
る
」

「さ
さ
え
る
」

と遊
び
を
基
本
と

し
た
競
技
を

み
ん
な
で

楽
し
み
ま
し
た
。

広
島
空
港
に
行
き
，
お

昼
ご
飯
を
現
地
で
食
べ
，
軽

食
は
八
天
堂
の
ク
リ
ー
ム
パ

ン
を
食
べ
な
が
ら
飛

機
が
飛
び
立
つ

と
こ
ろ
を
見
て

楽
し
み
ま
し
た
。

椎
茸
を
納
品
し
て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、

自
分
た
ち
が
栽
培
し
た

野
菜
を
調
理
し
て
も
ら

い
、
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

販
売
体
験
や
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
も
行
い
大
満
足

な
一
日
で
し
た
。

児
童
部
の
夏
行
事

令
和
６
年
７
月
２
９
日

木
下
大
サ
ー
カ
ス

８
月
１
６
日

映
画
鑑
賞

８
月
１
９
日

フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル

９
月
１
８
日

ア
ク
ア
ス

令
和
６
年
８
月
2
２
日

成
人
棟
園
庭

成
人
棟
花
火
大
会

ア
ネ
ッ
ク
ス
棟

７
・
９
寮
行
事

令
和
６
年
９
月
２
６
日

「
清
流
の
家
」

豊
平
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ

「
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
会
」

令
和
６
年
７
月
２
６
日

広
島
市
筒
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
3
成
人
部
嗜
好
別
行
事

令
和
６
年
６
月
1
4
日

「
ご
当
地
グ
ル
メ
を
食
べ
る
会
」

第
４
成
人
部
全
体
行
事

令
和
６
年
９
月
２
５
日

「
七
瀬
川
渓
流
」

生
活
介
護
「
夏
祭
り
」

令
和
６
年
7
月
１
１
日

「
憩
い
」
ホ
ー
ル

豊
平
ケ
ア
ホ
ー
ム
納
涼
祭

令
和
６
年
８
月
２
６
日

木
下
大
サ
ー
カ
ス

豊
平
作
業
所
販
売
行
事
「
行
楽
」

令
和
6
年
９
月
２
６
日

「
道
の
駅
舞
ロ
ー
ド
I
C
千
代
田

高
陽
寮
嗜
好
別
行
事

令
和
６
年
９
月
２
６
日

「
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

第
２
成
人
部

嗜
好
別
行
事

令
和
6
年
8
月
9
日

9
月
1
1
日

9
月
１
８
日

秋
吉
台
，
秋
芳
洞
，

サ
フ
ァ
リ
ラ
ン
ド

と
，
山
口
県
目
掛
け

て
３
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

作業所
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酷暑もようやく和らぎ、秋の訪れを感じるよ

うになりました。朝晩と日中の寒暖差があり、

体調を崩しやすくなりますので、健康管理に

は十分に気を配っていきたいと思います。今

号は、暑かった夏を乗り切り、楽しみながら

取り組んだ行事を中心にお伝えしました。次

号も楽しみにしてください。

横田 久美子さん
（給食センター）

今回は学園一筋46年間という長い間、利用者支援に当たってこられた

石徳博文さんを紹介します。

石徳さんが福祉を志したきっかけは、脳性まひのある方との、ボラン

ティアを通じた付き合いからでした。学園に入職後、広島市地域で「水

曜会」という職員の学習会にも参加し、「福保労」という組合活動をと

おして、いろいろと学ばれました。働いて感じていることは、自分の一

生として障害を持った人やその御家族、施設職員等との強い御縁があっ

たということです。24歳～70歳の長い間、山あり谷ありでしたが、太田

川学園で働き続けることができたのもこの御縁があったからこそ、との

ことです。最後に、石徳さんから現在太田川学園で働いている皆様に向

けての言葉です。

「どうか御縁を大切にして、社会的弱者と言われがちな障害を持つ人の

代弁者として、御活躍されることを期待しております。」

アネックス棟 石徳 博文さん

令和６年10月４日（金）午前10時30分から、地域交流センター・

ホールで物故者追悼式を挙行しました。昨年度同様、感染症対策を講

じる中、物故者御遺族を始め、46人が出席し、哀悼の意を表しました。

今年も橋本名誉理事長に御参列いただき、式典終了後、藤井理事長、

猪上副理事長、岩本保護者会連絡協議会会長、小川統括園長、力善事

務局長が、豊平慰霊塔に移動して、物故者名簿奉納と献花を行いまし

た。

10 月31日 76号

物故者追悼式

(1) 保護者会会長会

日 時 随時

場 所 太田川学園地域

交流センター

(2) 育成会

中四国ブロック大会

（令和７年１月27日）香川県

(3) おおたがわまつり

中止

11月 インフルエンザ予防接種

12月 嘱託医定期健康診断

(4) 保護者会研修会

中止

令和６年度後半、理事会は２回程度

評議委員会は２回程度開催される予

定。
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